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標高 1200m ほどの八ヶ岳山麓にある信州蓼科高原グリーンファームのハウスに、小さく可愛らしい「F1 ラブリー

さくら・ミニトマト」は栽培されています。清涼な空気を表すかのようなつやつやと美しい丸形のトマトは、光に

当たるとまたきらきらと輝くようでもあります。小さいながらも味のバランスも良く、トマト作りの難しいこの季

節に恵まれた環境の中で徹底した水と肥料管理を行い、甘さを追及して作り込まれています。甘みと程よい酸味が

口の中でマッチし、甘いながらもバランスよく、そのため印象深い味わいを残す魅力的なトマトです。デザートミ

ニトマトというキャッチがついていることもあり、サラダはもちろん付け合わせ、そしてアミューズなどの印象的

な一品としての使い方もまた楽しくもあります。一口食べると高原の風が吹いていくようなそんなイメージを残す

「ラブリーさくら」は、概ね 10 月ぐらいまでのご供給となります。 

 

 

甘いチェリートマトの新品種 

ラブリーさくら・ミニトマト （長野県産） Cherry tomato “Lovely Sakura” 


